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　幌延深地層研究計画の第一段階（地上からの調査研究
段階）で掘削したボーリング孔に、地下水の間隙水圧の
モニタリングシステムを設置し、間隙水圧の観測を継続
しています（図２- ２１）。現在､坑道掘削（地下施設建設）時
の調査研究段階（第二段階）を進めており、立坑や横坑
の掘削の進捗に伴い、地下施設周辺の地下水の間隙水圧
は、大きく変動することが予想されています。このこと
から、坑道掘削前の間隙水圧分布を把握した上で、坑道
掘削時に生じる地下水の間隙水圧の変化を観測すること
によって、地下水の流れ方（方向や速さなど）の特徴を
明らかにできると考えられます。
　図２- ２２（a）に坑道掘削前の間隙水圧の長期観測データ
（２００５年３月～２００６年８月）の例を示します。観測データ
には、大気圧や地球の潮汐の影響による変動などが含ま
れるため、これらを除去するために潮汐解析プログラム
BAYTAP-Gを用いて解析を行いました。４８区間の間隙水
圧の観測データについて解析を実施した結果、分離され

た潮汐変動成分は０．０１～０．０８kPa､気圧変動成分は０．０５
～０．６kPa程度であることが分かりました。観測データ
の多くで、気圧変動成分と比較して潮汐変動成分は全体
的に値が小さく、本地域では潮汐による間隙水圧への影
響は最大でも０．１kPa未満と推定されます。このような
変動成分を除去することにより、地下深部における地下
水の流れに関与すると考えられる間隙水圧を得ることが
できます（図２- ２２（b））。
　次に、これらの変動成分を除去したデータを用いて、
各ボーリング孔において観測された坑道掘削前の間隙水
圧の相互関係に関する解析（相関解析）を行いました。そ
の結果、深度約４００mでは、HDB-３孔，HDB-６孔，HDB-７
孔，HDB-８孔で長期にわたり観測された間隙水圧の相関
係数が互いに高いことから、これらのボーリング孔周辺
の領域は、深度４００m付近では同じ地下水の流れ方を示
す環境である可能性が示唆されました（図２- ２３）。

図２-２１　モニタリングシステム設置位置図
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図２-２２　BAYTAP-G（※Tamura, Y. et al., Geophysical Joural International 
vol.１０４, １９９１参照）入力データ及び抽出データの例（HDB-６孔：深度５８５-６２０m）
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図２-２３　深度４００mレベルの同一地下水変動域模式図




